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視丘下部一腦下垂體系の血管構造竝に血管連絡の研究
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第1編 に述べた如 く,視 丘下部一腦下 垂體

系の血管構造は從來不明の點が多いが,就 中

靜脈系 に關 しては,其 の動脈系 よ りの分別 困

難 なる爲,解 明せ られさ る點特 に多 く,例 へば

腦下垂體體部の靜脈主幹に して も,或 は柄部

に 上 行 す る と 謂 ひ(Dandy & Goetsch, 1911),

或 は側 方(V. basilaris)及 び柄 部 に通 ず る と

謂 ひ(Fuchs, 1924),或 は 總 てS. cavernos.に

通 ず る と 謂 ひ(Wislocki, 1936-'38),共 の 他

全 く逆 にPars tuberalisよ り腦 下 垂 體體 部 に

靜 脈血 が 下行 す る と謂 ふ 者(Basier, 1932)も

有 り,全 く一致 した見解が無い.尚 間腦 と腦

下 垂體の靜脈性連絡に就 いては曩 にFuchsが

認 めた が,近 時Wislockiは 之 を強 く否 定 し

て ゐ る.

余は前編 既述の 「マウス」の 實 験 に加 ふ る

に,頭 蓋底楔状骨に密着せる腦下垂體の透明

竝に連續各種標本を製作 して檢索 し,從 來の

諸説を根本的に是正する所見を得た.尚 動,

靜脈分別は2重 色素注入によつた.以 下結論

を述 べ る.(新)は 自家呼稱.

(1) 漏斗及び腦下垂體柄部の靜脈は,表

層Sinusoidよ り始 る 淺 部 靜 脈V. infund. su

perf.(新)と,第3腦 室底 よ り始 る深 部 靜脈

V. infund. prof.(新)と 有 る.前 者 は 漏 斗 周

圍に集合 して波状の靜脈輪 を形成 し,夫 より

10數 本の連 絡枝を以 て漏斗外廓 を離脱 し,1

本の特異なる漏斗圍繞環状靜脈(新)に 流入す

る.然 る後其の各所より視丘下部軟腦膜靜脈

網V. hypoth. ant. superf.(新)に 合 流 す る.
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此の靜脈網 はPraeoptic area全 面に擴 る管腔

大 なる靜脈 よ り成 り,腦 下 垂體 と腦實質の液

體性連絡路 と して極めて注 目せ られ る.次 に

後者 は1～2の 靜脈幹 として兩側深 部 よ り視

丘下部深部靜脈V. hypoth. ant. prof.(新)に

合流 する.斯 樣 に して漏 斗,柄 部 の靜脈血は

總て灰白結節内に歸 納せ られ,腦 下 垂體體 部

には合流 しない.

(2) Pars tuberalis靜 脈 は漏 斗 と同 樣 に

淺,深2種 〔V. tuber. superf. et prof.(新)〕 有

り,夫 々漏 斗靜 脈 と合 流 しつ ゝ之 亦視 丘 下 部

淺,深 靜脈 に注 入 され る.

(3) 以 上 の如 くPars tuberalis,漏 斗 及

び柄部 の靜脈 血 と前 葉 の靜 脈血 との 間 に は全

然 靜脈 幹 の交流 連 絡 を有 しな いの で あ つ て,

此 の事 は門 脈 系(第3編 述)の 存在 と相俟 つ

て,腦 下 垂體 靜脈 大 系 を最 も難解 た ら しめた

もの と考へ られ,同 時 にFuchs, 1924; Basier,

 1932等 の所 論 を根本 的 に覆 す る もの で ある.

(4)　 前 葉 の 靜 脈 血 は 大 血 液 寳 よ り次 第 に

前 方,側 方,後 方 に 放 射 状 に 集 合 し,前 方 よ り

は 柄 部 を 經 由 せ ず 直 接 視 丘 下 部 淺 部 靜 脈 網 に

合 流 し,側 上 方 及 び 後 上 方 よ り はV.basila

risに 入 り 〔V. hypoph. med. sup. et V. hy

poph. post. sup.(新)〕 側 下 方 よ り は 楔 状 骨

のS. cavernos. et S. intercaveon.に 注 入 さ

れ る.〔V. hypoph. med. inf.(新)〕 就 中 後,

側,下 方 へ 集 合 しS. intereaveon. post.に 入 る

靜 脈 幹V. hypoph. post. inf.(新)は 最 も 主

要 靜 脈 幹 で あ る.尚 前 葉 か ら柄 部 に 上 行 す る

靜 脈 幹(Dandy & Goetsch, Fuchs)も,頸 部

か らS. cavern.に 向 ふ 靜 脈 幹(Fuchs,中 谷

1941)も 全 然 認 め ら れ な い.

(5) 以上の如 く漏斗,柄 部及び前葉の靜

脈系は,其 の分布機構 を動脈 系 と全然別 に し,

Popa, 1930の 謂へ る如 き動脈の同伴性靜脈は

全然觀 られ ない.

(6) 中葉 の靜 脈 は,中 央 部 よ りは後 葉 系

の靜脈 幹V. comm. hypoph. post.(新)に 注

入 し,側 部 よ りは 直接 に,或 は 前葉 よ りの 枝

を介 してV. basil.に 合流 す る.

(7) 後葉 の靜 脈 血 の 大部 は,後 葉 内 を前

後 に縦 走 す る主要 靜脈 幹 に 集合 し,之 よ りA.

 comm. hypoph. post.(新)に 同 伴す る連 合 靜

脈V. comm. hypoph. post.(新)を 經 由 して,

兩 側V. basil.に 合 流 す る.側 部 よ りは 直接

兩 側V. basil.に 注 入 す る數 本 の 小 靜 脈V

hypoph. med. prof.(新)が 有 る.

(8) 腦下 垂體 被 膜 靜脈 は 細部 迄該 部 動脈

系 と同伴 して走 行 し,下 面 よ りは 連 合靜 脈V.

 comm. hypoph. inf.(新)に よつ てV. basil.

に 注 入 し,上 面 よ りはV. comm. hypoph.

 post.に 入 るが,之 等 と腦下 垂體 實 質 の 靜 脈

との間 に は吻 合 は認 め られ な い.

(9) 視 丘 下部 の 靜脈 は動 脈 同樣 に淺 深 兩

系 に別 け られ る.共 の 中Praeoptic areaの 淺

部 靜 脈V. hypoth. ant. superf.(新)は 漏 斗,

柄部Pars tub.竝 に前 葉(1部)の 靜 脈 血 を收

容 し,特 異 な る蛇 行 状大 靜 脈 網 を形 成 し,結

局 前後 數 ケ所 よ りV. basil.に 合 流 す る.深 部

靜 脈V. hypoth. ant. prof.(新)は 第3腦 室

の 兩 側に分 布 し,漏 斗,柄 部,Pars tub.の 深

部 靜脈 血 を收 容 す る.Hypothalamus(狹 義)

の淺深 靜脈V. hypoth. post. superf. et prof.

(新)は 夫 々動脈 に對 應 して數 個 の 竹 箒 樣 靜 脈

幹 がV. basil.に 入 る.

(10) 腦 下 垂體 と視 丘下 部 の靜 脈 性 連 絡 は

腦 下 垂 體 各部(漏 斗,柄 部,Pars tub.,前 葉 前

縁)と 視 丘下 部 のV. hypoth. ant. superf.と

の間,及 び 漏 斗,Pars tub.の 深 部 とV. hypo

th. ant. Prof.と の問 に廣 範 圍 且 つ 緻 密 に 存 在

す る 事が 確 認 せ られ,以 てWislockiの 否 定

説 は 靜脈 系 に於 て更 に 一段 と確 實 に反 證 せ ら

れ た.

擱筆す るに當 り御懇篤な る御指導竝に御 校閲を

忝 うせ る恩師北 山敎授竝に標本製 作上懇 ろな る御

敎示 を賜 りた る浦敎 授 に深甚の謝意 を表す.

(本 論文原 著は岡山醫學會雜誌61年3號 の 別巻

とし發行 してあ りますか ら,御 入用の方は著者 に

御請求下 さい.)
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